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パノラマエックス線撮影

歯科放射線学
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講義ノート
https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~nisiyama/panorama-TMJ.pdf

パノラマエックス線画像・解剖・トレース
https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~nisiyama/panorama_anatomy.pdf

解剖用語（解答）：要パスワード
https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~nisiyama/panorama_anatomy_list.pdf

パノラマ５大特徴（個人的にまとめたもの）
https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~nisiyama/Panorama-FiveKeyFeatures.pdf

パノラマエックス線撮影法
• 種類

• 体腔管方式 （今はほとんど用いられない）

• 回転断層方式

• 回転断層方式
• 細隙撮影（スキャノグラフィ、スリットグラフィ）と断
層撮影（トモグラフィ）を組み合わせた撮影法。

• 頭部の周りをエックス線管と検出器（フィルム等）
が回転しながら移動する（回転断層）と同時に、
スリット（間隙）から照射され続けるエックス線が、
移動する検出器面に投影されていくことで得られ
る画像。
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細隙撮影
（スリットグラフィ、スキャノグラフィ）
幅の薄い扇形のエックス線で撮影

※昔のスキャナやコピー機と、ほぼ同じ2018年10月26日・講義資料・新潟大・歯・西山

細隙撮影でのエックス線管と検出器
の移動速度の影響

VT

VF VF

VT

検出器の移動速度と（VF）、エックス線管の移動速度（VT）によって、ス
キャン方向に画像が伸びたり縮んだりする。（反転することもある）

VT

VF
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断層方式パノラマエックス線撮影装置
スリットは縦

• スリットは現行機種では見えないことが多い

• 一次スリット －－－ エックス線管側

• 二次スリット －－－ 受光器側
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電信柱を中心に見ていると、電信柱がとまって見えて、遠くの家と
山が、ぼやけてはっきり見えない。

動いている電車の窓から、景色を見ている場合。

家を中心に見ていると、家がとまって見えて、遠くの山がゆっくりと
電車の進行方向に動き、近くの電信柱が後ろに流れていく。

山を中心に見ていると、山がとまって見えて、近くの家がゆっくりと
後ろに動き、さらに近くの電信柱が後ろに流れていく。

エックス線管

断層截面

断層截面以外の物質は検出器上で流れてしまい、ボケる（▲、■） 。
截面の物質は、明瞭に写し出される（●）。

電車の進行方向

直線断層

様々な軌道

断層撮影の原理
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パノラマエックス線撮影
（回転断層方式）

• 上顎・下顎とその歯列、鼻腔、上顎洞、
顎関節などが総覧的に、かつ展開像と
して描出される。

• 回転断層の軌道は、歴史的に次の3種
類に分類される。
• １．パントモグラフィ：1軸回転断層方式
• ２．パノレックス：2軸変換方式
• ３．オルソパントモグラフィ：3軸変換方式

• ※現在のオルソパントモグラフィは連続軌道方
式になっている。
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エックス線管

カセッテ・検出器
と

カセッテフォルダ
一次スリット
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回転断層方式パノラマの５大特徴
※個人的にまとめたものです

• 第１の特徴

• 「１」の字状（縦長、回転面に垂直）のスリットにて
スキャンされる。

• 第２の特徴

• 回転（エックス線管・検出器）＆移動（検出器）で
撮影される。

1

2

※CTは回転面に平行なスリット
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縦のスリットの移動にて
順に撮影されていく
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歯列弓に合わせて細隙撮影を行いつつ

同時に断層の回転中心を移動させる

（オルソパントモグラフィ：3軸変換方式での例）
前歯部では断層域が薄い3~5mm程度

（相対的に振角が大きい）

臼歯部では断層域が厚い
10~15mm程度

（相対的に振角が小さい）

仮想の検出器面

一次スリット

二次スリット

エックス
線管
の

移動
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検出器

①

①

①
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カセッテと検出器

カセッテフォルダ

エックス線管二次スリット

2018年10月26日・講義資料・新潟大・歯・西山

①

①

①

②

②

②
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①

①

①

②

②

②

③

③ ③
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左右の側面像と中央の正面像を組み合わせたような構図
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頸椎は３か所に映る。
中央の頸椎は断層軌道から大きく外れボケるため、障害陰影となる。

気道
頸椎

頸椎

頸椎の
障害陰影

咽頭後壁
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上顎骨頬骨突起の後面部
（いわゆるパノラマ無名線）
上方に行くと眼窩下裂を経て頬骨の
前頭突起から蝶形骨大翼にて形成さ
れる眼窩外側の後面部に繋がる。

スリットから照射される
エックス線束が接線を
形成する軌跡

エックス線
束の移動

歯槽突起
歯列弓相当部

筋突起

下顎頭

頬骨弓

翼状突起

上顎を下から透視して見たイメージ

上顎洞
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(a)
(b)

(c)
(c)

(b) (a)

(a)
(b)

(c)

(a)：眼窩外側縁
(b)：パノラマで眼窩外側縁の外側に現れるもう一つの眼窩の輪郭（豊隆部に相当）
(c)：上顎骨頬骨突起後面部のパノラマでの接線部、いわゆるパノラマ無名線。

(b)～(c)：下眼窩裂をまたいで繋がる、広い意味でのパノラマ無名線。開閉口に伴い移
動する側頭筋の前縁部が面する部分。
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頬骨・上顎骨頬骨突起の側から見た上顎洞
頬骨部を外側から透視したイメージ

上顎洞はイメージ的に
はテトラパック（四面体）

眼球

赤線は上顎骨頬骨突起の後面での接
線部分 （いわゆるパノラマ無名線）

(a) (a)(b)(b)

(c) (c)

頬骨
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1 眼窩下縁
2 （パノラマ）無名線
（上顎骨頬骨突起後面）
3 頬骨弓下縁

a 眼窩4 関節結節
5 下顎窩
6 眼窩下管

一筆書き（１から５）は
大切な構造です。

２３４
５

a
１

注意

6
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回転断層方式パノラマの５大特徴
※個人的にまとめたものです

• 第３の特徴

• 頸椎は３か所に映る。

• 中央の頸椎は断層軌道から大きく外れボケるた
め、障害陰影となる。

• 第４の特徴

• 眼窩【U】・パノラマ無名線（上顎骨頬骨突起後
縁）【J】・頬骨弓下縁【arch】は繋がっている。

• UJ-archの一筆書き。
※実際にはUJの連続は下眼窩裂で分断されている。

4 に見えなくもない？

2014.11.28 初版、2018.10.05 改訂4版2018年10月26日・講義資料・新潟大・歯・西山

7 鼻腔側壁
（上顎洞内側壁）

8 上顎洞底線
9 上顎洞後壁

b 上顎洞
c 翼口蓋窩
d 翼状突起
e 鼻涙管

f 鼻中隔
g 下鼻甲介

７

８

b

c

d ９

fe

g
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f 鼻中隔
g 下鼻甲介

g

f
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10 前鼻棘
11 鼻腔底線
12 舌背

h 硬口蓋
i 軟口蓋
j 舌

h

10

i

j

12

11
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13

m


15

16

n

14

k

13 中頭蓋底
14 下顎切痕
15 外斜線
16 内斜線

k 下顎枝
 下顎頭

（関節突起）

m 筋突起
n 下顎骨の皮質骨
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r

s

u

p
q

o

t

o 下顎孔
p 下顎管
q 頤孔

r 外耳道
s 乳様突起
t 耳垂
u 茎状突起
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zx

y

x 舌骨
y 反対側下顎骨（下顎角から下顎枝にかけての）障害陰影
z 頸椎障害陰影
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回転断層方式パノラマの５大特徴
※個人的にまとめたものです

• 第５の特徴 （DAIGOの「うぃっしゅ」）

• 下顎角はクロスして上がり※、障害陰影となる。

※「上がる」のは、エックス線が、やや下方からすくい上げるように入射されるため。

2014.11.28 初版、2018.10.05 改訂4版2018年10月26日・講義資料・新潟大・歯・西山

頭部を
後方に位置づけ

頭部を
前方に位置づけ

頭部を
回転して位置づけ

断層（載）面に対し検出器に近い方が縮み、遠い方が伸びる。

断層面
断層面

上下顎が検出器面に対して近づくか遠ざかるかでも同じ。2018年10月26日・講義資料・新潟大・歯・西山

検出器上での拡大率
計測には使えない！！

検出器に近づくと縮小し離れると拡大する。
（横方向も縦方向も）
※仮想的な歯列弓を想定して撮影してい
るため、検出器と歯列弓との距離は一定
にならない。
※位置づけ不良の場合を含め、左右非対
称な場合は、左右で拡大率が異なる。
※エックス線は下方から斜入するので、検
出器の上下方向でも拡大率が異なる。

※縦方向には、焦点・被写体・検出器間距
離にて幾何学的に拡大する。
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２

撮影後：検出器に対するエックス線
の入射方向と投影像との関係。

１

２

１

１

撮影時：解剖構造に対するエックス線の
入射方向と移動する検出器との位置関係。
①から②へと移動

微小区間での並進・回転運動が歯列弓に沿った
断層効果を生み出す。回転に伴い歪みが生じる。

検出器

検出器
検出器

Ｘ線

Ｘ線

Ｘ線

歯列弓
（断層面）
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２

１

１

１

２

回転に伴う歪みと伸び縮み

撮影時：解剖構造に対するエックス線の
入射方向と移動する検出器との位置関係。
①から②へと移動

撮影後：検出器に対するエックス線
の入射方向と投影像との関係。

検出器に近い
方が縮む

検出器から遠い
方が伸びる
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２

１

１

１

２

断層面に対し検出器側のものは縮む
頬骨突起から頬骨弓部など

断層面に対しエックス線管側のもの
は拡大する（舌骨など）
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２

１

１

１

２

並進運動量と比較し回転角が小
さい場合、断層効果が弱くなる。
（特に顎関節部から大臼歯部）

撮影時：解剖構造に対するエックス線の
入射方向と移動する検出器との位置関係。
①から②へと移動

撮影後：検出器に対するエックス線
の入射方向と投影像との関係。
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２

１

１

１

２

スリット幅による変化（一次、二次
の両方が連動したとしての場合）
１．幅が狭い場合

断層面から離れた部位でも重なる量が少ない
ピンホールカメラや、レンズの絞りを絞った時のように、ボケる幅が狭い
⇒ 断層厚が厚くなる
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２

１

１

１

２

スリット幅による変化（一次、二次
の両方が連動したとしての場合）
２．幅が広い場合

断層面から離れた部位での重なる量が多い
レンズの絞りを広くした時のように、ボケる範囲が広くなる ⇒ 断層厚が薄くなる
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１

反対側の下顎骨が反転する理由

撮影時：回転中心に対してエックス線管
側の構造も投影されている。

撮影後：回転中心に対し（エックス線管側）
反対側の構造は横方向に反転する。また、
縦方向に大きく拡大する。

１

２

１

２
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